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（洪水・土砂災害 ※内水・ため池は除く）
ハザードマップ

このハザードマップに表す浸水想定区域は、水防法によって国や和歌山県
が指定する河川が氾濫した場合に想定される最大の浸水の深さなどを表し
ています。
浸水の色が塗られていない場所でも浸水が発生するおそれや、実際の浸水
の深さが地図と異なる場合があります。
また、土砂災害（特別）警戒区域に指定されていない場所でも、想定を超
える範囲で災害が発生するおそれがありますので、注意してください。

このマップについて

ハザードマップの活用ハザードマップの活用

ステップ1 自宅や職場・学校など、普段生活している場所をハザードマップで確認しましょう。

ステップ 2 災害に備え、避難行動判定フローを参考に、避難先を確認しましょう。

ステップ 3 避難先までの避難経路を検討しましょう。

ステップ4 安全に避難する方法を理解しておきましょう。

情報の入手方法
気象情報や災害情報は、テレビやラジオ、防災行政無線（戸別受信機）、緊急速報メール（エリアメール）の
ほか、下記の入手方法で確認できます。

登録用

災害用伝言サービス
大規模な災害が発生した場合に開設される、安否確認のための伝言サービスです。

■1■7■1
をダイヤル

録音するときは■1をダイヤル
再生するときは■2をダイヤル

伝言を入れる
伝言を聞く

被災地の方も、被災地以外の方も
被災地の方の電話番号を市外局番からダイヤルする

※上記の他に携帯電話各社の「災害用伝言板サービス」もあります。利用方法については各社ホームページ等でご確認ください。

…電話で安否情報（伝言）の録音・再生を行うことができます。災害用伝言ダイヤル171

…スマートフォンやパソコン等で、文字による安否情報（伝言）の登録・確認を行うことができます。災害用伝言板
　URL https://www.web171.jp/

web171

緊 　 急
ダイヤル

消防・救急
警察
橋本市役所
橋本消防本部

119
110
0736-33-1111（代）
0736-33-0119

伊都消防組合本部
橋本警察署
かつらぎ警察署
関西電力送配電

0736-22-0119
0736-33-0110
0736-22-0110
0800-777-3081

「避難行動判定フロー」をハザードマップの地図面とあわせて確認し、居住する地域の災害リスク（浸水想定
区域や土砂災害（特別）警戒区域）を考慮したうえで、とるべき避難行動や避難先を確認しておきましょう。

いいえ

いいえ

は 

い

は 

い

区域に入っていない場合で
も、市からの避難情報を参考
に必要に応じて避難してく
ださい。

5.0ｍ以上 3階床上浸水～4階軒下浸水

3.0ｍ～5.0ｍ未満 2階床上～軒下浸水

0.5ｍ～3.0ｍ未満 1階床上～軒下浸水

0.5ｍ未満 1階床下浸水

3・4階

2階

1階

1階床下

⒈浸水深より高い位置に居室がある

⒉早期避難が必要な区域に
入っていない

「3つの条件」が確認できれば、浸水の危険があっても
自宅に留まり安全を確保することも可能です

入っていると…
洪水により家屋
が倒壊又は崩落
してしまうおそ
れがあります。

⒊水がひくまで我慢でき、
水・食料などの備えが十分
十分でないと…

水や食料等の生活物資が不足し
てしまうおそれがあります。

避難行動判定フロー あなたの避難先は？

自宅がある場所は浸水想定区域や土砂災
害（特別）警戒区域に入っていますか？

ハザードマップで自分の家を確認

大雨や台風、地震が起きたときには、地盤がゆるみ、がけ崩れや土石流、地すべりといった土砂災害を引き起こす可能性
があります。土砂災害から身を守るためには、まず自分の家の周りに危険がないか確かめることが重要です。 また、土砂
災害には前兆現象があります。前兆現象を確認したら速やかに避難するとともに、市役所にご連絡ください。

※ 上記は一般的な前ぶれです。すべての場所において必ず起きるというものではありません。

五感 移動主体

視
　
　
　
覚

山・斜面・
がけ

水

樹木

その他

音

におい

がけ崩れ（急傾斜地の崩壊）
●がけに割れ目が見える
●がけから小石がパラパラと落ちる
●斜面がはらみだす
●表面流が生じる
●がけから水が噴き出す
●湧水がにごりだす

●樹木の根が切れる音がする
●樹木の揺れる音がする
●地鳴りがする

●樹木が傾く

土石流
●渓流付近の斜面が崩れ出す
●落石が生じる

●川の水が異常に濁る
●雨が降り続いているのに川の水位
が下がる

●土砂の流出

●地鳴りがする
●山鳴りがする
●転石のぶつかり合う音

●濁水に流木が混じりだす

●渓流内の火花

●腐った土のにおいがする

地すべり
●地面にひび割れができる
●地面の一部が落ち込んだり盛り上
がったりする

●沢や井戸の水が濁る
●斜面から水が噴き出す
●池や沼の水かさが急減する

●家や擁壁に亀裂が入る
●擁壁や電柱が傾く

●樹木の根が切れる音がする

●樹木が傾く

土砂災害の前ぶれ（前兆現象）こんなときは要注意！

土
砂
災
害
の
種
類
に
は
、大
き
く
分
け
て
３
つ
の

タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。自
分
の
周
り
で
は
ど
の
タ

イ
プ
の
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
の
か
、確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

がけ崩れ（急傾斜地の崩壊）

地中にしみ込んだ水分により、
急な斜面が突然崩れ落ちる現象
です。突然起きるため、家の付近
で起きると逃げ遅れる人も多
く、死者の割合も高くなります。

地すべり

大雨や長雨等により雨水が地
面にしみこみ、水の力によって
持ち上げられた地面が広い範
囲にわたりゆっくりと動き出
すものをいいます。

土石流

長雨や集中豪雨などによって、山
や川の石と砂が、水と一体になっ
て一気に下流へ押し流される現
象です。一瞬のうちに人家や畑
などを壊滅させてしまいます。

＜土砂災害警戒区域＞
土砂災害により、住民の生命または身体に危害が生じるおそれのある区域です。
＜土砂災害特別警戒区域＞
土砂災害により、建物が破壊され、住民の生命または身体に著しい危害が生じるおそれのある区域です。

❶住んでいる場所が「土砂災害（特別）警戒区域」かどうか確
認してください。
❷雨が降り出したら土砂災害警報に注意してください。
❸危険を感じたら早めに避難してください。

土砂災害から身を守るポイント

がけから
離れた部屋へ

家の2階以上へ
（がけと反対側）

それも困難なら

避難場所等への
移動がどうしても
困難な場合は…

避難情報の種類ととるべき行動避難行動判定フローを確認しましょう

非常持ち出し品土砂災害の種類と前兆現象

土砂災害（特別）警戒区域

備えまでの
おおよその
時間（目安）

「台風や前線が接近」してか
ら「川の水が氾濫」、「土砂災
害が発生」するまで

関係機関から
発信される情報 あなたの行動 推奨する行動

• ＝気象情報  ▶＝橋本市

マイ・タイムラインとは、いざというときにあわてることがないよう、
避難に備えた行動を一人ひとりがあらかじめ決めておくものです。
家族で話し合って、シートに記入することにより、適切な避難行動を
事前に整理できます。橋本市では、土砂災害にも警戒する必要があ
ります。様々な状況を想定してみましょう。

●気象庁が発表する大雨注意報等の発表時間は、イメージで記載しています。
●避難指示等のタイミングは状況によって異なります。橋本市の防災行政無
線やメール配信でお知らせします。市の発信情報に注意してください。

・台風予報
・早期注意情報
・大雨に関する気象情報
・台風に関する
 今後の見通し

水防団待機水位到達

台風や前線が接近

・氾濫特別警報
・大雨特別警報
・土砂災害特別警報

・氾濫危険警報
・大雨危険警報
・土砂災害危険警報

・氾濫警報
・大雨警報
・土砂災害警報

・氾濫注意報
・大雨注意報
・土砂災害注意報

氾濫注意水位到達

▶高齢者等避難

氾濫危険水位到達

氾濫・土砂災害が発生

▶避難指示

▶緊急安全確保

警戒レベル1

警戒レベル2

警戒レベル3

警戒レベル4

警戒レベル5

台風が近づいて、
雨や風がだんだん強くなる

雨が集まって、
川の水がだんだん増える

激しい雨で、
川の水がだんだん増えて
河川敷にも水が流れる

猛烈な雨で、いつ川の水が
あふれ出てもおかしくない

川の水の氾濫や
土砂崩れが発生

2～3日前

1日前

半日前

3時間前

1時間前

0時間前

は
し
ぼ
う

台風や大雨で被害にあわないようにするためには、ハザードマップの確認や、マイ・タイムラインの作成など、いつ、
どのような行動をとれば良いかを考え、平時から準備しておくことが大切です。

いざというときに備えて、非常持ち出し品を準備しましょう。非常持ち出し品は、リュックサックなどに
まとめて、いつでも持ち出せる場所に保管しておきましょう。

子どもがいる場合

基本の備え

女性の場合高齢者がいる場合

⃞ ヘルメット
⃞ 靴
⃞ レインウェア
⃞ 衣類（下着等）
⃞ 保温用ブランケット
⃞ 使い捨てカイロ

⃞ 救急用品（あれば常備薬）
⃞ 携帯用トイレ
⃞ マスク
⃞ 手指用アルコール
⃞ ティッシュ・ウェットティッシュ
⃞ 歯ブラシ・マウスウォッシュ

⃞ 水
⃞ 食料
⃞ 貴重品（現金等）
⃞ お薬手帳のコピー
⃞ 携帯ラジオ
⃞ 筆記用具（メモ・ペン等）

⃞ 介護食
⃞ 入れ歯・洗浄剤
⃞ デリケートゾーンの洗浄剤
⃞ 大人用紙パンツ
⃞ 吸水パッド
⃞ お尻ふき
⃞ 体拭き
⃞ 補聴器
⃞ 杖

⃞ ミルク（粉・液体）
⃞ 使い捨て食器（紙コップ等）
⃞ 哺乳食
⃞ （使い捨て）哺乳瓶
⃞ 携帯用おしり洗浄機
⃞ 子供用おむつ
⃞ お尻ふき
⃞ 抱っこ紐（スリング）
⃞ ネックライト

⃞ 生理用品
⃞ サニタリーショーツ
⃞ おりものシート
⃞ 中身の見えないごみ袋
⃞ 基礎化粧品
⃞ クレンジングシート
⃞ くし
⃞ 防犯ブザー

⃞ 懐中電灯
⃞ 電池
⃞ モバイルバッテリー
⃞ 軍手
⃞ タオル
⃞ はさみ

避難のタイミング

避難の方法

警 戒
レベル

3
避難に時間のかかる
高齢者や障害者は避難高齢者等避難

避難のタイミング

危険な場所から
全員避難避難指示

警 戒
レベル

4

避難先❶ 安全な親戚・知人宅などへ 避難先❷ 拠点避難所など
浸水・土砂災害（特別）警
戒区域外の避難先へ避
難

ハザードマップに記載さ
れた拠点避難所や地域
で決めた避難場所など
へ避難

150 000
500m

1

洪水浸水想定区域（浸水深の目安）

早期避難が必要な区域
（家屋倒壊等氾濫想定区域）

土砂災害（特別）警戒区域
急傾斜地の崩壊

警戒区域
特別警戒区域

土石流
警戒区域

地すべり
警戒区域

特別警戒区域

家族の避難所

家族の名前 生年月日 血液型 会社・学校等の電話番号 携帯番号

第1避難所 第2避難所 第1集合場所 第2集合場所
家族の集合場所

ガス会社の電話番号 水道会社の電話番号 電話会社の電話番号

橋本市公式LINEアカウントの登録方法
気象情報や防災情報をメールで一斉配信しています。

⒈下記アドレスに空メール（件名・本文空欄）を送信※
bousai.hashimoto-city@raiden.ktaiwork.jp 
⒉本登録案内メールが届くのでメール内のURLを選択
⒊配信情報を選択して、「次へ」を押す
⒋入力内容を確認し、配信情報を登録して完了

※右の二次元コードでアドレスを読み取ることも可能です。

登録用

防災はしもとメール配信サービス

防災に役立つ情報一覧

登 録 方 法

気象情報等を確認
することができます。

気象庁ホームページ
大雨による災害の
危険度を確認する
ことができます。

キキクル

河川の水位や雨量
等を確認すること
ができます。

和歌山県河川／
雨量防災情報ページ ①テレビ和歌山にチャンネル

を合わせる。
②リモコンのdボタンを押す。
③赤色ボタン（市町村情報）を
押す。

テレビ和歌山データ放送

情報通信メディア

二次元コードを読み取り、「追加」ボタン
を押して登録。

災害の種類（風水害など）によって、利
用できる避難所が変わる場合がありま
す。災害発生時に安全な場所へ避難で
きるよう、各施設の対応状況をあらかじ
め確認しておきましょう。

情報の取得や移動に支援が必要な方々
（要配慮者）が利用される施設です。ご
家族が利用する施設の安全確認や、地
域での助け合い（共助）にご活用くださ
い。

水害・土砂災害・ため池など、災害種別
ごとのリスク情報を掲載しています。災
害発生時に迷わず避難できるよう、安
全なルートを事前に確認しましょう。

「いざ」という時に慌てないために、便利
な防災アプリやWEBサイトを紹介して
います。事前に登録をしておくと、災害
発生時にスムーズに情報を得られて安
心です。

拠点避難所
一覧

要配慮者利用
施設一覧

ハザード
マップ情報

災害時に
役立つ

デジタル情報集

1

2

3

4

災害の危険があるので、
原則として自宅の外に
避難が必要です。

ご自身または一緒に避
難する方は、避難に時
間がかかりますか？

例外

わが家の防災メモ
自宅が安全なら、在宅避難することも可能です。
ただし、在宅避難をするためには、日頃からどのような備えが必要か確認し、準備しておきましょう。
また、いざというときに備え、避難先や集合場所など、家族で話し合っておきましょう。

上記のほか、ご家庭に応じて必要なものを追加してください。また、予備の水や食料などの備蓄品は、別途保管してください。

警戒レベル4までに必ず避難！

●災害への心構えを高め
る
●テレビ・ラジオの天気
予報に注意する
●マイタイムラインを確認
●家族の予定を再確認
●備蓄品のチェック
●避難時の持ち物の準備

●ハザードマップなどで
避難行動を確認
●安否確認方法の確認
●河川の情報に注意
●危険地域に住む両親へ
連絡
●携帯電話を充電

●高齢者等とその支援者
は避難開始
●土砂災害警戒区域内や
洪水時に早期避難が必
要な区域内にお住いの
方は避難開始
●その他の人も普段の行
動を見合わせたり、自
主的に避難を開始

●危険な場所にいる人
は、速やかに全員避難
●避難途中に危険を感じ
たときは、少しでも安
全な場所へ（自宅や近
くの頑丈な建物の上階
等）

●自宅や近隣の建物で緊
急的に安全を確保（少し
でも上階に移動する、崖
から離れた部屋に移動す
るなど）

危険な場所から全員避難完了

命を守る行動をとる

河岸侵食

20.0m以上
10.0ｍ～20.0m未満
5.0ｍ～10.0m未満
3.0～5.0ｍ未満
0.5～3.0ｍ未満
0.5ｍ未満

氾濫流

増水した河川の激しい流れによって河
岸が削られることにより、家屋が倒壊・
流出するおそれがある範囲です。

河川からあふれ出た水の流れにより、
家屋が倒壊・流出するおそれがある範
囲です。

〒648-8585　和歌山県橋本市東家一丁目1番1号
TEL：0736-33-1111　FAX：0736-33-1665危機管理室

このマップに関するお問い合わせ先


